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平成30年度全国学力・学習状況調査結果について

(1)調査の概要

ア調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともにイ

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、

そのような取組を通じて教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

イ調査内容

(ア)教科に関する調査
0 小学校・・国語A , B、算数A ・ B、理科
0 中学校・一国語A ・ B、数学A ・ B、理科

※ A・・主として「知識」に関する問題、

(イ)質問紙調査
0 児童生徒に対する調査・・

0 学校に対する調査

ウ調査期日平成30年4月17日(火)

工調査実施校数及び児童生徒数

(ア)実施校数 107校(調査対象者の在籍する学校の総数)
(小学校:68校、中学校:39キ却

(イ)参加児童・生徒数
・小学校6年生 3,203人 ・中学校3年生 2,

日・・主として'「活用」に関する問題

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に
関する調査
指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整
備の状況等に関する調査
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オ調査結果の公表について

(ア)「学力調査結果の概要」、「児童生徒質問紙調査結果の概要」、「市全体の平
均正答率」、「改善の方向性」についての公表を行う。

(イ)長崎市として、個々の学校名を明らかにした結果の公表は行わない。

(ウ)各学校は、自校の分析結果を踏まえた改善方策の公表を行う。原則として、数
値による公表は行わない。

823人



(2)結果の概要

ア 学力調査結果の概要(「長崎市及び県,全国の平均正答率」、'「全国との差」)
※数値単位は、%

長崎市の正答率
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全国の正答率

小学校6年

全国との差

国語B

70

※平成28年度の結果から、教科毎の平均正答率については、「整数」で示すように変更となった。

<参考1>平成29年度の学力調査結果
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<参考2>平成27年度の小学校6年生(現中学校3年生)の学力調査結果
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0 本市の平均正答率については、調査10項目中、1項目(小理)は全国を上回り、1項目(中数A)

は全国と同等、8項目は全国を下回っナニ。

0 下回っている8項目の中では、算数のA・B問題は昨年度に比べ全国との差が縮まった。

0 中学校においては、前年度は全ての項目で全国を上回っていたが、本年度は全ての項目で全

国と同等または下回っており、課題が大きい。しかし、平成27年度の小学6年時に受けた調査と比

較すると、国語A、数学Aでは全国との差が縮まっており、改善が見られる。
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イ学習状況や生活習慣の調査結果の概要

特徴的な項目について

人の役に立つ人間になりたい

2

質問項目

自分によいところがあると居3

3 いじめは、いけないことだと思う
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4 先生は、よいところを認めてくれる

5 学校の規則を守っている

6 将来の夢や目標を持っている

7
家で、学校の宿題をする(小学校)

家で、計画的な勉強をする(中学校)

評価

8

0

1時間以上勉強する(小学校)

2時間以上勉強する(中学校)

ノ」、']乙

平成30年度

9

0

地域や社会をよくするために何をすべ
きか考えることがありますか

10

0

地域社会などでボランティア活動に参
加したことがありますか

父

▲

11

952

0

毎日、同じくらいの時刻に寝ている

95.4

(児童生徒質問紙調査からの抜粋)

12

差

84.0

△

毎日、同じくらいの時刻に起きている

十0.2

84.5

13

96.8

評価

△

※全国との差が十は0、ーは△、+1.0以上の場合◎と評価

0 質問項目が昨年度までと大幅に変更になった。今年度から新たに設定した項目は、4・5・フ・9,10で
ある。

0 「人の役に立つ人間になりたい」「自分によいところがあると悪、う」「いじめは、いけないことだと思う」
の割合は、以前から引き続き全国平均より高く、健全で良好な意識をもっていることが分かる。

0 「学校の規則を守っている」「将来の夢や目標を持うている」の割合は、小・中学校共に全国平均よ
り低い。

0 家庭学習については、小学校では全国平均との差が上下1ポイント差であるが、中学校においては
「2時間以上勉強する」、「家で計画的に勉強する」割合がいずれもかなり低い。

0 「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある」割合は小・中共に高くはないが、
「ボランティア活動に参加したことがある」割合は、どちらも良好である。しっかりと意識をもたせて参加
させる働きかけが必要である。

0 「早寝・早起き,朝ご飯」については、昨年度と同様の傾向である。これまでも取り組んでいるが、
小学校での起床時刻、朝食摂取については、さらに家庭に働きかけていきたい。
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ウ課題の傾向と改善の方向性

(ア)学習指導に関すること

小・中学枝ともに、正答率が全国平均
を下回っている項目が多い。特に、以前
から知識に関するA問題については課
題となっていたが、改善されていない。

課題の傾向

●小・中学校ともに、児童生徒を対象とし
た調査で、「これまでの授業で、自分の
考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組み立てなどを工夫して発表して
いたか」について、全国に比べ否定的
な回答が多い。

●小・中学枝ともに、特にB問題におい
て、「解答時間は十分だった」と感じて
いる児童生徒が全国に比べて低い。

校長会と一層連携を強化し、全市的な重点取組を決
定・実施する。
基る抱基本定着のための方策の徹底,継続を図る。

(イ)学習状況や生活習慣に関すること

改善の方向性

0対話的な授業を仕組むことで、自分の考えを表現する
機会を意識的に多く設定する。

0 小'中学校ともに、引き続き、基礎・基本の定着に係る
全校一斉取組の徹底・継続を図る。

0「自分の考えやその理由等を書く力」を伸ぱす授業づく
りを一層推進する。

「将来の夢や目標をもってし、る」児童生
徒が全国に比べ低い。

課題の傾向

●「学校の規則を守っている」児童生徒
が全国に比べ低い。また、小学校では、
起床時刻や朝食摂取において、全国に
比べ低い。

0 一定時間内で行う「長文読解」や「条・件作文」等を位
置付けた授業を実施する。

゛

●小学生の「家庭で学校の宿題をしてい
る」割合が全国に比べて低い。
中学生の「家庭で勉強する時間(学習

塾等を含む)」「家で.計画的に勉強する」
割合が全国に比べて低い。

0 小学枝からのキャリア教育の充実を図る。
0特別活動を中心に、仲間と力を合わせ学校行事等を
つくりあげる体験や宿泊学習など、体験活動を重視した
取組を行う。

改善の方向性

0生活習慣・学習規律の一層の定着を図る。
・幼保小、小中の連携の推進継続
・学校、家庭、地域の連携による取組の推進継続
・長崎っ子の約束「あ・は・は運動」の一層の推進

あいさつ・へんじげんきよく!
はやね・はやおき・あさごはん!
はきものそろえいし・、きもち!

0 小学校においては、「学校の宿題を行い、今日、学習
した内容を家庭で復習すること」の徹底を図る。中学校
においては、「家庭学習の時間や内容を含め、自分で
学習計画を立てて実践すること」の徹底を図る。
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2 中学枝教科書採択結果について

(1)「特別の教科道徳」の教科書採択について

ア道徳の教科化の目的

(ア)道徳の教科化へのきっかけ

・深刻ないじめ問題を発端に、 2013年教育再生実行会議にお

いて、道徳を教科として位置付けることが提言された。

(イ)道徳教育の主な課題

・道徳教育を忌避しがちな風潮があること

・道徳が他教科と比べて軽んじられていること

・読み物の登場人物の心情理解のみに偏った指導の例があること

(ウ)改善の方向性

発達の段階に応じ、答えがーつではない道徳的な課題を一人一人

の生徒が自分自身の問題として捉え向き合う、「考える道徳」・曙義

論する道徳」へと転換を図る。

イ本年度の採択について

平成31年度から使用する吽寺別の教科道徳」の教科書採択を

本年度実施する。

ウ「特別の教科道徳」の教科書採択期間について

今回採択する教科書は、平成31、 32年度の2年間使用する。

平成33年度から使用する教科書については、中学校の他教科と

同じく、平成32年度に採択を行う。

-5-



(2)教科書採択の流れ

歓丑用図白 4^都道府県教月委員云

(調査委員会)開催

(教科書センター)

長崎市は市立図書館

文部科学大臣
教科書検定を実施

教科書目録送付

答申

市民の意見

書目の届出

採択"地区名「長崎地区」

検定済教科書

見本の送付

資料提供

[亟^

長崎市教育委員会

採択する教科書を決定する

(長崎市)

教科書採択審議会

種目ごとに教育委員会へ推薦

する教科書を決定する

15名以内

傅識経験者直業関係団体を代表する者'保護者・教育関係者靭

国・私立学校

教科書選定委員会
教科書研究を行い、選定資料を作成

する

教科ビとに4名程度

(校長・指導主事等)

ヅゾ＼气

報告

゛

開催

教科書巡回展示

校長、數員の意見

提出

資料提出
^

教科書調査委員会
教科書研究を行い、調査委員会資料

を作成する

教科ごとに 3.~ 15名程度

(副校長・教頭・教諭等)
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(3)教科書採択審議の経過

ア教科書調査委員会

イ教科書選定委員会

ウ教科書採択審議会

工教育委員会

(4)採択結果

1 0日~ 6月

9日~ 6月

2日、 7月

24日、 5月

24日、 8月

教科・種目

6日

27日

1 1日

1 5日

23日

特別の教科道徳

3回実施

4回実施

2回実施

尿書来昔

※参考平成31,年度使用中学校「特別の教科道徳」の教科書発行者

4回実施

発行者

日本文教出版

発行者

東

学校図

教

光村図書出版

日本文教出版

出版

学研教育みらい

廣済堂あかつき

日本教科書

ーフー

育

書

月
月
月
月
月

5
 
5
 
5
 
4
 
7
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(5)採択理由等

採択結果

審議会報告

日本文教出版

■採択審議会の審議結果にっいて、次のような報告がなされた。

01亟蚕、匪亙図吾亜、旧璽璽^の撫持は、身近枇砥蔀ーマにし
た題材が多く、生徒は意欲をもって学習に取り組むことができる。また、工夫し

た指導方法(言語活動、問題解決的な学習など)が行える題材が多く含まれてお

り、「考え、議論する道徳」の授業が実現できる教科書である。

0道徳が教科になった要因に「いじめ問題」がある。1亘互匿璽は、「いじめ問題」
にっいてまとめて取り扱っていて、匝1亟亙璽三^は、定期的に「いじめ問題」を
取り扱っているなど、「いじめ問題」を重視し、工夫が見られる教科書となって

いる。

0中学生は、発達段階において、自分の考えや思いを文章化することで、自己を振
り返り、内省する生徒が多いため、道徳ノートの活用が有効的である。匝亙三叉劃
匝弱の道徳ノートは、毎回取り組むことができ、自己の変容を確認するとともに、
担当教諭.は、生徒一人一人の考え方や価値観の変容を観察し、・評価することがで
きる。

以上のことから、

長崎市撫揺採択翫絵として、匝玉翻と恒璽璽亟亟の唯雄薦するという
報告があった。

審議の経過

及び

主な意見

■教育委員会の審議では、主に次のような議論がなされた。

01至亙至1五亟^は、学習指導要領が目指す「考え、議論する道徳」に向けて、題
材等の工夫がされていて甲乙付けがたい。

0鉦矮員勤唯薦した匝玉翻と匝至玉亟亟の僻出,、どち洗素晴らしくよ
くできている。

0選定委員会が作成した資料においては、匝璽晝剰の評価が高かったが、審議委員会は
匝玉璽亟匝弱を高く評価した'その理由として「特に重視した観点には差が見られな

る匝亙三璽亟亟亟は、生徒の考えを引き出せる工夫が見られること」があった。
0料巡回アンケートでは、校長、教職員の意見も、匝玉蚕剰と恒玉玉亟匝亟を評

価する意見が多かった・。

0学校巡回アンケ・」卜の結果で圧倒的に多かったのは、校長も教職員も「優劣なし」

であった。「優劣なし」の理由については、教科書研究を行う時間が十分ではな

かったことが主な要因だと予想される。

01^の教科書は、特に「いじめ問題」にっいての内容が充実している。
01^の教科書に付属しているノ」卜は、自分の率直な考えを書くことが

できるような工夫が見られる。

採択の理由 風教育委員会は、主に以下のような理由で、直玉璽亟巫亟を採択した。

0恒^は、特に、1いじめ問題」にっいて、「学ぱせたいことは何か」 rど
のような力を身に付けさせたいのか」の意図が分かる教科書となっている。

-8-
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01^璽亟巫凾は、葛藤する場面を設定しやすい構成になってし喝。「考え、議論する
道徳」を意識した教科書だと言える。

01^は、付属するノートの活用を通して、自分事として題材を捉え、考
えようとする工夫が見られる。

01^は、生徒が取り組みやすぃ題材が多く含まれている。

(6)公表

ア市政資料コーナーにおける公開(平成30年9月1日)

⑦平成31年度使用中学校「特別の教科道徳」教科用図害

(イ)教科書採択審議に係る審議等の経過

(ウ)'教科書採択審議会議事録(第1回・第2回)

①教科書採択審議会関係資料

(わ意見集計結果(校長・教職員)

(カ)長崎市教科書採択審議会委員、選定委員、調査委員名簿

(キ)長崎市教科害採択審議会規則

(ク)中学校教科書採択の基本的な指針

(ケ)教科書採択に関する組織

イ長崎市教育委員会ホームページにおける公開(平成30年9月1日)
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